
ＪＡＲＥ４３ ８Ｊ１ＲＬ 管理・運用等報告  

 

日本のアマチュア無線家のみなさん、こんにちは。 
私は、第４３次日本南極地域観測隊においてアマチュア無線係長を務めさせていただき、

「８Ｊ１ＲＬ」の運用と管理を行わせていただいた氏家と言います。 
私たち４３次隊での出国前準備から先般の帰国までの間における生活や、アマチュア無線

局の運用などについて越冬期間を振り返ってみました。 
「８Ｊ１ＲＬ」運用記などという大それた記録ではないですが、懐かしみながら記載しました。 
 
私たち第４３次日本南極地域観測隊は、平成１３年７月から国立極地研究所において南極

での越冬準備に入り、１１月２８日に予定されていた出国日までの間、観測・設営物資の調達

をはじめ、各種訓練等を実施しながら約５ヶ月間を費やしました。 
昭和基地におけるアマチュア無線局（８Ｊ１ＲＬ）の運用準備もこの中で行うこととし、ＪＡＲＬの

協力を得て南極での運用に必要な物資の調達をはじめ、当初からアマチュア無線係長として

任命されていた通信隊員の私は、早速全隊員に対する無線従事者資格調査及びアマチュア

無線局運用希望調査を実施、私を含め８名の運用可能者が存在しましたが、運用希望者が

少なく、準備期間中での無線従事者資格取得の斡旋と運用依頼を行ったところ、出発時には

８Ｊ１ＲＬの運用希望が８名となりました。 
 
準備作業も順調に進み、南極

観測船「しらせ」への物資積み込

み作業も終え、いよいよ１１月１４

日、南極観測船「しらせ」の出航を

迎えました。前次隊までは、観測

隊員も「しらせ」で東京晴海埠頭か

ら出発していましたが、私たち４３

次隊から隊員は２週間遅れの１１

月２８日に飛行機で成田を出発、

オーストラリアのフリーマントルで

「しらせ」に乗艦し、一路南極昭和

基地を目指しました。 
出航して３日後、噂には聞いて

いましたが、暴風圏突入でものす

ごい船の動揺を感じ始め、何と最大で左舷

に５３度も傾き、船がひっくり返るような感覚

になりましたが、「しらせ」はこのような動揺も

何のそので、何事も無かったかのように航行

を継続、約３週間後の１２月２５日、「しらせ」

は得意のチャージングで定着氷を砕氷しな

がら昭和基地に接岸、ほとんどの隊員は「し

らせ」のヘリで昭和基地入りし、戯言を言う

間もなく夏作業（昭和基地での各種建設・観

測作業）にとりかかりました。 
 

（2001.11.14「しらせ」東京晴海埠頭を出航） 

（2001.12.8 暴風圏通過中） 



新しく昭和基地入りした隊は、夏作業の間（１月３１日まで）、夏宿舎と呼ばれる昭和基地管

理棟から５分ほど歩いた所にある建物で全員が寝食を共にします。 
夏作業は観測部門と設営部門の隊員が一丸となって当該年度に予定されている建設作業

や観測作業を行います。我々の隊も夏期間にはとても終了することのできない作業量を抱えて

いたために越冬交代（２月１日）後も夏作業に勤しんだのを懐かしく思い出します。 
昭和基地は南緯６９度に位置することか

ら、夏の間（１１月～１月）は太陽が全く沈ま

ない白夜期となりますし、反対に５月～７月

頃は太陽が全く顔を出さない極夜期となりま

す。このため、夏作業は夜？を徹して行われ

ることもしばしばで、私たちは日焼けで真っ

黒なのか土埃りで真っ黒なのか判別もつか

ない状態でした。 
 
 

 
夏の残作業も一段落した３月はじめ、いよいよ８Ｊ１ＲＬを運用すべく思い立ちましたが、４２

次隊での運用が無かったこともあり、既存のＨＦ帯アンテナは見るも無惨で、使用できない状態

でした。このため、早速建設場所の整備としてタワーの不

完全（低地上高・マスト無し）状態の克服（修理・整備と

嵩上げ）を行い、ＪＡＲＬより預かった１４，２１，２８ＭＨｚ対

応のトライバンダー（クリエート：３１８Ｂ）を数名の隊員の

応援を得て建設を完了。ケーブルも新たに敷設し、めで

たく３月８日から運用が可能となりました。  
早速各バンドのＶＳＷＲと飛びの具合を検証すべく、管

理棟（昭和基地主要部）１Ｆの倉庫の片隅に設置された

シャック？で試験電波の発射を行ったところ、どのバンド

も感触が良さそうなので１４ＭＨｚのＣＷにてＣＱを出しまし

た。しかしながら肝心のコンディションがいまいちで、どの

バンドもＪＡとのオープンはなく、結局ＺＳとＵＡそれぞれ１

局ずつのＱＳＯにとどまりましたが、電波が飛ぶことは確

認できたということで一安心、次回のオープンに期待を膨

らませてＱＲＴでした。 
 
ＱＲＶは、アンテナの都合もあり、ＷＡＲＣバンドでの発射は断念せざるを得なかったことから、

業務の合間を見て１４，２１，２８ＭＨｚを満遍なくワッチし、オープンに合わせて運用することで

全体ミーティングで周知し、係員一同認識統一を行いました。 
この時期は、日本でいう秋のＤＸシーズンという認識もあり、私自身業務の合間にちょくちょく

コンディションを確認しにシャックへ足を運んだことを思い出します。案の定、結構ＪＡとのオープ

ンもあり、その後のＱＲＶ時には、どのバンド・モードでも度々ＪＡをはじめとして各国のアマチュア

無線局からのパイルアップとなり、できる限りのサービスを行いました。 
 
かつて私自身も８Ｊ１ＲＬとの交信が夢で、実際に交信できたときは非常に感激した思い出が

あり、ＱＲＶにも熱が入っていたのですが、南極でのコンディションも長続きせず、その後もワッチ

に精は出していたものの、業務の合間でのオープンはわずかで、交信局数も伸び悩みました。 

（白夜期の「沈まぬ太陽」） 

（３月上旬に建設した３１８Ｂ） 



（2002.8.15 内陸旅行出発） （2002.9.1 旅行中に－ 74 .5℃を記録）

このため、アマチュア無線係員を対象に再度ミーティングを行い、運用方法やＱＳＬカードの

記載方法の講習を行うとともにＨＦ帯の電波の伝わり方などの講義も行い、できる限り多くの

交信を目標にＱＲＶしようということで意識統一を行いました。 
 
昭和基地では、それぞれの隊員がそれぞれの担当業務をそれぞれのスケジュールに従って

業務に従事することから、業務時間はそれぞれバラバラとなっています。このため、色々な時刻

にワッチすることになりましたが、日本との時差が６時間（日本より６時間遅れている。）あるた

めに、思うようにＪＡとの交信ができなかったことに歯がゆさを感じました。 
 
そんな４月後半のある日、Ａ級ブリザードが基

地を襲い、３日間暴風雪が吹き荒れ、聞いてはい

たものの想像を絶する風により案の定アンテナの

一部が破損、そして同軸ケーブルもちぎれてしま

い、天気が落ち着いて２日くらいで急いで修理を

完了、電波を発射できる状態に復帰させたことを

思い出します。 
 

 
 
 

越冬も中盤の６月、日本では夏至、南極では冬至を迎えます。前述のとおり、この時期は極

夜の時期であり、外作業も思うようにいかず、何となく隊員の意識も沈みがちになることから、

気分転換の意味も込めてか、毎年３日間の冬至祭（Midwinter festival）が盛大に開催され
ます。私たちの時も同様に盛大開催となったことは言うまでもありません。どの隊員もいわゆる

その道のプロであり、装飾や電気設備仕掛けなどはお手の物ですので、１ヶ月以上も前から準

備に入ったこともあり、この３日間は隊員一丸となって楽しんだような気がします。 
 
７月に入ると短い時間ですが、正午頃に若干明るくなります。しかし、外気温は益々寒くなっ

ていきます。気温低下も相まって海氷も厚くなることから、雪上車での海氷走行が安全と判断

され、外での観測が本格化する時期となりました。 
私たち４３次隊では２度の長期内陸旅行が予定どおり実施されることとなり、私は最初の旅

行にエントリーされていたことから、８月１５日から約１ヶ月半は昭和基地を離れることになりまし

た。このためアマチュア無線の運用はしばらくお預けとなることから、旅行に出ないアマチュア無

線係員に管理と運用を引き継ぎ、私は旅行に出発しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（昭和基地を襲うブリザードの様子） 



旅行は４４次隊で予定されているドームふじ基地での越冬のため、３８次隊から閉ざされてい

る同基地の立ち上げ作業、そして当該基地で使用する燃料や建築物資の運搬というもので、

私は後者の燃料と建築物資の運搬役として昭和基地から約７００キロ離れた「中継拠点」まで

行くというものでした。片道を約３週間もかけて移動したのですが、目的地は標高約３５００メー

トルで空気が非常に薄く気圧も低いことをはじめ、南極の真冬ということで、極寒の状況が行く

手を阻みました。私が経験した中で一番冷え込んだ気温は、マイナス７４．５℃でした。想像も

つかない気温に驚いたことは言うまでもありません。またマイナス６０℃以下では雪上車を運行

できないことが決められていたことから、気温がマイナス６０℃以上に上がるまでキャンプ地で停

滞を強いられたこともありました。勿論雪上車には風呂やトイレもありませんので、過酷な状況

であったことは想像のとおりです。そんな経験を繰り返しながら無事目的地に到着、作業を終

えて帰路につき、約２週間で昭和基地に戻ってくることができました。 
 
昭和基地に戻ったのが９月下旬、今度は日本で言

う秋のＤＸシーズン、まあまあコンディションも良く、追い

込みと言うことでＱＲＶを心掛けました。 
１０月中旬頃からは白夜の時期で天候も安定し、ブ

リザードのような極端な風も吹かない季節となったこと

から、外作業や大陸沿岸調査も本格化しました。多く

の隊員が外出するということは、隊員の所在を常に把

握する必要のある私の本来業務も繁忙期です。越冬

後半の残り４ヶ月でどれだけサービスできるか不安でし

たが、できる限り頑張ろうと思い、ちょくちょくシャックへ

足を運んだことを思い出します。 
 
 
 
 

１１月１４日には「しらせ」が日本を出航したこと、１１月２８日には４４次隊が成田を出発した

というニュースが昭和基地に入り、私たち越冬隊員もいよいよ越冬も僅かだという再認識をした

記憶があります。１２月２０日頃には４４次観測隊員を乗せた「しらせ」が昭和基地に到着し、一

挙に基地も賑やかになりました。その頃は、４４次隊も昨年の我々と同様にすぐさま夏作業に

取りかかっている中、各部門毎の引き継ぎや歓迎会などでバタバタしていたと思います。 
 
ついに私たちは南極で２度目の大晦日を迎え、４４

次隊で来たＮＨＫによる「行く年来る年」の生中継があ

るということで、師走とは言え、越冬隊長をはじめ私た

ち隊員も当日は非常にそわそわしていた記憶がありま

す。中継も無事終わり、いよいよ昭和基地最後のお正

月です。日常もそうですが、特に年末年始は調理隊員

が腕を振るいます。お正月を迎える前にお節料理の仕

込みを行い、元旦には目にも鮮やかな料理が食卓を

飾りました。お屠蘇も振る舞われ、束の間ですが、南

極で迎える最後のお正月を楽しく過ごしました。 
 
お正月気分も抜けないままに、４４次隊による夏作業は再開、継続され、私たちも公用・私

（管理棟１Ｆの８Ｊ１ＲＬシャック？） 

（数あるお節料理のうちの一つ） 



用の持ち帰り物資の整理やら最後の引き継ぎで１月はてんてこ舞いの状況だったと思います。 
このような状況でしたので、８Ｊ１ＲＬの運用も手薄となったのは事実です。しかしながら、私自

身も運用したい願望にかられ、寝る間も惜しみながらワッチに精を出しました。この時期はコン

ディションが悪く、どのバンドもなかなかオープンしませんでしたので、追い込みもかけられないま

まに私たちの越冬生活は終了を迎えました。 
 

毎年２月１日は新しい隊との越冬交代式

です。例に漏れず、私たち４３次隊は４４次

隊に対して昭和基地の一切の管理・職務を

引き渡し、長かった越冬業務を４４次隊に委

ねました。 
アマチュア無線局（８Ｊ１ＲＬ）の管理・運用

も同様で、私たち４３次隊での運用も１月末

日で終了し、２月１日からは４４次隊へ全て

を引き継ぎました。 
 
 
 

私たち４３次越冬隊と４４次夏隊は、昭和基地を惜しみながら２月中旬に全員が「しらせ」に

帰艦し、昭和基地を出航、予め定められた海域において海洋観測を実施しながら３月２１日に

オーストラリアのシドニーに入港しました。シドニー入港時には、１年半も見ることができなかっ

た葉緑樹や高層ビル、そして観測隊員以外の人間を見て非常に感激したことは記憶に新しい

思い出となっています。 
その後私たち観測隊員はシドニーから航空機で日本へ帰国、「しらせ」は観測物資や廃棄

物、そして我々の私物を満載のまま、私たちに遅れること２週間余りで双方とも無事日本に帰

国いたしました。 
 
結果的に私たち４３次隊アマチ

ュア無線係での運用は、私１名し

か運用できなかったということで、

本来業務との関連もあり、ＱＳＯで

きた局数は約１，３００局となりまし

た。国内でもＱＳＯを楽しみにされ

ていてできななった方も多いことと

認識していますが、その分４４次隊

では「ドームふじ基地」（８Ｊ１ＲＦ）

からの運用、「昭和基地」（８Ｊ１Ｒ

Ｌ）からの運用ともかなりアクティブ

とのことです。 
帰国した私もいつ南極とＱＳＯで

きるか楽しみで、毎日ワッチを継続

しています。なお、８Ｊ１ＲＦは衛星

通信（ＡＯ－４０）、８Ｊ１ＲＬはＷＡＲＣバンドもアクティブとのことで、私も含め世界のアマチュア

無線家にとってもＱＳＯが非常に楽しみとなっています。 
 

（2003.2.1 越冬交代式の様子） 

（第４３次日本南極地域観測隊員集合写真） 



最後に、私たち第４３次日本南極地域観測隊におけるアマチュア無線局の運用に際し、全

面的にご協力をいただいたＪＡＲＬをはじめ、国立極地研究所ほか関係各位に感謝を申し述べ

るとともに、４４次隊アマチュア無線係の益々のＱＲＶを期待し、４３次越冬隊による生活を含め

たアマチュア無線局の管理・運用報告とします。 
１年数ヶ月もの長期間、本当に有り難うございました。 

 
第４３次日本南極地域観測隊 通信 氏家 宏之 

 
 


